
短 

歌

末
武
　
有
二
　
選

投
稿
は
、
一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

益城の

町文化財保護委員会

文化財

土山

鯱
しゃち

瓦
がわら

（土山瓦）

　
今
回
紹
介
す
る
鯱
瓦
は
、
か
つ
て
土

山
瓦が

師し

で
あ
っ
た

田
家
で
、
長
年
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
熊
本
城
の

復
旧
に
も
携
わ
っ
て
い
る
宇
城
市
の
瓦

師
、
株
式
会
社
藤
本
鬼
瓦
製
作
所
に

よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
後
、
益
城
町
へ
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
土
山
瓦
」は
、
土
山
地
区
周
辺
で
江

戸
時
代
か
ら
昭
和
60
年
代
ま
で
製
造
さ

れ
、
県
下
を
代
表
す
る
瓦
産
業
の
一
大

ブ
ラ
ン
ド
。
江
戸
時
代
に
は
、
当
時
の

熊
本
藩
主
で
あ
っ
た
細
川
氏
に
よ
り「
御ご

用よ
う

瓦が
わ
ら

」と
し
て
、
熊
本
城
を
は
じ
め
多
く

の
寺
社
な
ど
の
建
物
の
屋
根
を
飾
り
ま

し
た
。

　

で
は
、
な
ぜ
土
山
瓦
が
こ
の
地
で
一

大
産
業
と
な
り
え
た
の
か
。
そ
れ
は
、

次
の
よ
う
な
好
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
土
山
周
辺
一
帯
の
水
田
の
下
に
、
瓦

造
り
に
最
適
な
粘
土
層
が
広
が
っ
て

足
元
に
先
導
す
る
ご
と
飛ば
っ
た蝗
跳
ぶ
秋
晴
れ
の
野
の
轍わ

だ
ち

ゆ
く
昼　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
永　
守
住　
孝
子

色
競
い
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
く
窓
の
辺
は
心
の
日
だ
ま
り

花
に
癒
や
さ
る　
　
　
　
　
　
惣
領　
島
田　
廣
子　

炊
き
た
て
の
ご
飯
に
高
菜
の
一
夜
漬
け
初
冬
の
味
を

噛か

み
し
め
る
朝　
　
　
　
　
　
木
山　
本
田　
龍
子

秋
晴
れ
に
川
の
ほ
と
り
を
散
歩
す
る
ク
レ
ソ
ン
摘
ん

だ
水
の
辺
消
え
た　
　
　
　
　
宮
園　
島　
み
つ
き

冬
の
空
飛
行
機
雲
を
見
つ
け
れ
ば
飛
ん
で
行
き
た
い

吾
子
の
住
む
地
に　
　
　
　
　
広
崎　
日
野
ヒ
ロ
子

晩
秋
の
夕
焼
け
空
に
黒
い
列
寝
ぐ
ら
に
急
ぐ
鳴
き
声

寂さ
び

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
新
居　
露
子

縁
側
の
日ひ

向な
た
恋
し
く
座
り
込
む
春
待
つ
梅
花
光
り
輝

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
大
原　
　
郁

此
の
晴
れ
着
三
代
続
き
孫
た
ち
に
着
せ
た
思
い
出
眼

が
潤
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
瀬
戸
サ
イ
子

薬
飲
む
吾
子
の
背
中
を
見
つ
め
お
り
兎
の
年
も
健
康

で
あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
津　
髙
田
芙
佐
子

季
節
ご
と
絶
え
間
な
く
咲
く
友
の
庭
一
度
き
り
だ
な

我わ

が
人
生
は　
　
　
　
　
　
　
田
原　
永
田
巳
智
子

大
切
な
あ
な
た
の
票
が
左
右
す
る
尊
い
平
和
護ま

も
っ
て

行
こ
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
山　
西
田　
正
巳

俳 

句

河
野
　
全
平
　
選

川 

柳

布
田
川
左
門
　
選

　

投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場

広
報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
か
し
こ
い
ツ
ル
の
北
帰
行　
　
　
　
　
出 

水 

平 

野

降
る
雪
や
拉
致
の
人
々
遠
く
な
り　
　
　
　
　
　
　
令
和
草
田
男

令
和
五
年
四
賢
婦
人
へ
初
詣
り　
　
　
　
　
益
城
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

初
ボ
ー
ナ
ス
孫
の
情
の
お
裾
分
け　
　
　
　
惣
領　
野
々
口
ト
ミ
子

赤
い
羽
根
回
覧
板
か
ら
そ
っ
と
抜
き　
　
　
古
閑　
今
村　
恒
心

コ
ス
モ
ス
に
待
ち
伏
せ
し
て
る
猫
の
影　
　
木
山　
本
田　
龍
子

文
春
の
新
年
号
の
蓋が

い
棺か

ん
録ろ

く　
　
　
　
　
　
　
木
山　
西
田　
正
巳

艶
や
か
に
冬
日
に
映
え
て
実
南
天　
　
　
　
宮
園　
秋
月　
充
博

日ひ

向な
た

ぼ
こ
ル
ー
ペ
重
た
き
齢よ

わ
ひ

か
な　
　
　
　
熊
本
市　
境　
眞
木
子

一
句
鑑
賞

振
子
時
計
の
脚
が
跨ま

た
ぎ
ぬ
去こ

年ぞ

今こ

年と
し　

　
　
　
　
　
鈴
木　
貞
雄

『
お
題
』　　
自
由
詠

母
と
子
は
会
え
ば
泣
く
だ
ろ
縋す
が
る
だ
ろ　
　
　
　
　
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木

七
冠
が
五
冠
に
挑
む
将
棋
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
王　
将　
戦

ト
ロ
フ
ィ
ー
は
Ｐ
Ｋ
戦
で
南
米
へ　
　
　
　
　
　
　
サ
ッ
カ
ー
長
夜

人
生
は
楽
し
ん
だ
者
が
勝
ち
な
の
よ　
　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴

次
回
の
お
題 

　「
元
気
教
室
」

『
お
題
』　　
気
に
な
る
こ
と

ド
ラ
イ
バ
ー
ア
ク
セ
ル
ブ
レ
ー
キ
踏
み
違
い　
　
　
後
期
高
齢
者

施
設
へ
と
旧
友
が
行
く
別
れ
か
な　
　
　
　
　
　
　
八 

十 

八 

翁

停
電
や
原
発
前
へ
と
経
産
相　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
球
温
暖
化

新
婚
に
残
業
さ
せ
る
上
司
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
赤
井
の
酔
粋
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